
令和７年度(2025年度)とうきょう すくわくプログラム活動報告書(八王子市) 
 

施設名 創価大学つばさ保育所 

担当者名 菊池  静枝 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

「色」 
 

暑い日が続く中、色水を使った遊びが日常的に展開され、寒天に食紅を混ぜて、さまざまな色を作
り出す遊びに夢中になっていた。 
「赤に青を混ぜると紫になる！」「黄色と青で緑だ！」など、色の変化を実験のように楽しみながら、
自分たちで色の配合を試す姿が見られた。混ぜる過程だけでなく“できあがった色”の違いを比べるな
ど、視覚的にも印象深く色の不思議さに触れる体験となった。子どもたちが「なぜ色が変わるのか」
「混ぜるとどうなるのか」と自ら問いを立て、観察・予測・検証する力を育むきっかけになっていると感じ
る。自然素材や身近な道具を使って、五感と遊びを通して色彩の世界に触れていくことは、本園が
大切にしている保育の姿勢でもあり、豊かな環境を生かした探究活動に発展させたいと考え、「色」
をテーマに設定した。 
 
 



２．活動スケジュール 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

光テーブル・ミラー・カラーブロック・浮遊スカーフ・昆虫標本・虫眼鏡・色水カフェ 
絵の具・クレヨン・色ペン・シャボン玉・食紅・ベンガラ染料・T シャツ・バッグ・洗濯のり・片栗粉・模造
紙・色ボタン・ライトスティックなど 

・絵の具や食紅・片栗粉などで色水や色寒天・スライムなどを作ってみた 
・ベンガラ染めに挑戦。つばさフェスタで親子お揃いの Tシャツを作った 
・シャボン玉作りに挑戦。つばさフェスタでシャボン玉ショーを鑑賞した 
・光テーブルに様々なカラーブロックを置き、色の変化を楽しんだ 
・色ボタンの OSEBA工場を見学した 
・カラースティックを作り、色彩豊富なサンリオピューロランドを見学した 
・カラーセロファンや色染めをして、ランタンを作った 
・２〜４人のグループを作り、じっくり活動を行なった 
 

 

 

 

 

5月 色水づくり 
6月 色水づくり・寒天づくり 
7月 色水づくり・絵の具・虫の色探し 
8月 色水づくり・スライムづくり・シャボン玉作り 
9月 ピタゴラスブロックあそび・OSEBA見学・ベンガラ染め 
10月 ベンガラ染め・光テーブル・シャボン玉づくり 
11月 カラースティック作り・ベンガラ染め・シャボン玉ショー 
12月 ランタン作り・カラースティック作り・サンリオピューロランド見学 
1月 光テーブル・ランタン作り・浮遊スカーフ 
2月 光テーブル・絵の具・OSEBA見学 



＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

 

 

 

 

 

• 絵の具・食紅・片栗粉を使った色水や色寒天、スライムづくりでは、色の変化や手触りを楽
しみながら、混ぜ方や量を自分で試す姿が見られた。 

• 光テーブルにカラーブロックやウォーターブロックを置き、重ねることで生まれる新しい色に気づ
き、驚きや喜びを表現していた。 

• ベンガラ染めでは、親子で一緒に模様の出方を想像しながら布を折ったり輪ゴムで留めたり
と、集中して丁寧に作業する姿があった。 

• つばさフェスタで完成した親子おそろいの Tシャツを見て、達成感を感じている様子が見ら
れた。 

• シャボン玉づくりでは、風の向きや力加減を変えながら「もっと大きくしたい」と試行錯誤して
いた。 

• 色ボタンの OSEBA工場見学やサンリオピューロランドでの色彩体験を通して、「まぶしい色
だ」「作ったハートスティックと同じ！」と自分たちの活動と結びつけて楽しむ姿があった。 

• カラーセロファンや染め紙を使ったランタンづくりでは、光を通したときの色の広がりを想像しな
がら素材を選び、嬉しそうに眺めていた。 

• 子ども同士のやりとりが自然に生まれるよう見守りつつ、必要な場面ではそっと仲立ちをし
て、安心して挑戦できる環境を整えた。 

• 工場見学や外部施設での体験では、子どもが興味を示したポイントを拾い上げ、日々の
活動とつなげて振り返る機会をつくった。 

• 素材の扱い方や活動の見通しを丁寧に伝え、子どもが主体的に選び、試し、気づけるよう
支援していった。 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

色の探求を通して、水に色がつくことで遊びが広がり、子どもたちは色を混ぜる楽しさや変化のおもし
ろさを味わっていた。色を重ねていく中で最後は黒になり、「魔女だ！」と想像を膨らませて遊びを深
めていた。子どもの発見や発想を大切にしながら、自由に試し、探求できる環境を整えることの大切
さを改めて感じた。 
 
色水から寒天、片栗粉スライムへと探求が広がる中で、子どもたちは自ら素材や量を考えて混ぜる

姿が見られた。大人が誘導しなくても主体的に遊びを深めていく子どもの力を学んだ。 

 
発展的な特別活動として、家族とともに色をテーマにしたベンガラ T シャツ制作を行った。色の不思
議に触れながら探求を深め、家族や仲間との絆を感じ、保育所全体で楽しむ機会となった。 
 
 
 


